
小規模校におけるポジティブ行動支援

〜持続可能なPBSを目指して〜



児童の実態（R6年度アンケート結果より）

○落ち着いて学習に取り組むことができる

○仲良く協力し合って生活している

○不安や心配事が少ない

△リーダー性・主体性が弱い

△卒業後、不登校になる児童もいる

自ら考え、発信・行動する児童



R6年度の取組（例：環境委員会）

学校だより『わかたけ』

『掃除王』には

認定証の発行

１週間ごとの結果を

グラフで表示
掃除の仕方を劇で紹介



R6年度の取組（例：集会委員会）

新たなふわふわ言葉が

付け加わる

増やしたい

「ふわふわ言葉」を募集

朝会で月目標を発表



R6年度の取組

図書委員会

保健委員会

放送委員会



大きな転換期

教員の異動 担当の負担増

持続可能なPBSを再考する

閉校に向けて



R7年度の取組（ブラッシュアップした点）

全校（縦割班）での発信

全校集会（１０分）を活用

全教職員で協力

目標を1つに絞って実施

R6年度 R7年度

各委員会からの発信

委員会活動を活用

委員会担当が主導

委員会ごとに計5つの目標



「こんな小学校になりたい」を共有

1〜6年生まで全員が

意見を出し合いました

R7年度：自ら進んであいさつする

SWOT分析



職員研修の様子

誰が見ても評価できる

あいさつの基準について協議しました



縦割り班で理想のあいさつを考える

子どもたちからは

「笑顔で」「自分から」「とどく声」

という3つの基準が挙がりました



理想のあいさつについて全校で共有

朝の立哨場面での

あいさつを例にモデリング

あいさつの基準を発表



キャンペーン教材を作成

子どもたち自ら

『あいさつシール表』を作成

完成した表は4班分を掲示



取組の経過

1日に1回

シールで自己評価

シール表を持ち寄って

班ごとに振り返り



成果
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9/22 9/24 9/25 9/26 9/29 9/30 10/1 10/2 10/3

笑顔（累計） 自分から（累計） とどく声（累計）

3つの基準ごとのあいさつシールの合計数（4班）

9/29〜：先生や友達からの

他者評価を追加



取組後の変化について

子どもたち自ら

あいさつの輪を広げる

『いじめ防止委員会』

によるあいさつ運動



取組後の変化について

自分たちがキャラクターに

なりきって啓発活動を行う

作成した動画を

給食時に放送



まとめ〜2年間の取組のポイント〜

②児童も教員も続けやすい取組を目指して

・目標や標的行動をしぼる

・全教職員で協力できる仕組みづくり

①小規模校の特色を活かしたSWPBS

・全校での発信が浸透しやすい

・児童一人一人が活躍する場を設定しやすい

・変容に気づきやすく、望ましい行動を見つけやすい



ご清聴ありがとうございました
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